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第１回 歴史民俗資料館運営協議会 議事録 

 

令和 5年 7月 12 日（水） 

原村中央公民館 講義室 

午前 10 時 00 分～11 時 40 分 

 

 

出席 

委員(6 名)  

鎌田晴之、平出敏廣、中村浩平、 

田中宏和、時田源夫、根岸芳郎 

 

八ヶ岳美術館(2 名) 

小泉館長、塚崎学芸員 

 

事務局(4名) 

清水教育長、五味課長、 

佐々木係長、松森 

 

１. 開 会  五味生涯学習課長 

 

２. 教育長挨拶  清水教育長 

 

３. 委嘱状交付  新たに 3名（平出敏廣 委員、中村浩平 委員、田中宏和 委員） 

 

４. 会長及び副会長選出  鎌田晴之 会長、平出敏廣 副会長 選出 

 

５. 議事 

（１）令和 4年度事業報告 

 

令和 4年度事業報告について八ヶ岳美術館説明 

 

・春「考古学者両角守一と清水嘉示をとりまく諏訪の人々」4/1-6/26（87 日間/総入館者数 1,277 人） 

・夏「寺坂公雄個展－山麓、風と光の交響－」7/2-9/11（72 日間/3,283 人） 

・秋「第 9回 あなたが選ぶ信州の裂織展」9/17-12/4（79 日間/2,659 人） 

・冬「日達れんげ切り絵展～八ヶ岳山麓の森から～」12/10-3/21（102 日間/1,286 人） 

・有料入館者数 7,335 人（昨年対比 132%、1,760 人増/コロナ前 10 年平均対比 757 人増） 

・村発行招待券利用 1,264 人（大人 1,189 人/子ども 75人/有料入館者数うち 17.2%） 
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・総入館者数 8,505 人（昨年対比 127%、1,788 人増/コロナ前 10年平均対比 233 人増） 

・売店収入 1,629,996 円（昨年対比 127%、344,480 円増） 

・総入館料［入館料＋売店売上］3,572,680 円（昨年対比 132%、1,671,070 円増） 

・年間総収入［総入館料＋協賛金等］5,774,177 円（昨年対比 132%、1,401,173 円増） 

・博学地域連携事業の推進 

ブロンズクリーニング：武蔵野美術大学との共同研究と並行、原村の小中学校はじめ諏訪圏域複数 

ある清水多嘉示ブロンズや諏訪大社秋宮境内の獅子像などのブロンズクリーニングを地域住民と一緒 

になって実施。館職員が地域へ出て交流しながら一緒にブロンズを綺麗にしていく活動を今後も積極 

的に展開していく予定。 

 原小学校図工クラブ：学芸員が地域職員として派遣、令和 4年度は年間 5回実施 

・コロナ対策 

 感染症対策の継続を徹底。感染者・クラスター等 0件を達成 

・施設整備、営繕管理 

 長寿命化工事基本調査を実。、令和 6年度実施設計、7年度に屋外と外壁等の改修工事を予定。 

工事期間中、建築ツアー等この機会でしか見られないイベントの企画を検討。 

 

質疑応答 

A 委員：「八ヶ岳美術館」と「原村歴史民俗資料館」の名称はどのように違うのか。 

事務局：「原村歴史民俗資料館」が正式名称、「八ヶ岳美術館」が俗称です。 

委員長：当時、「歴史民俗資料館」という形であれば補助金の利用が可能だということで、公的には「歴 

史民俗資料館」として建てた経緯がある。条例の中にも「歴史民俗資料館」の名称が使われてい 

る。ただ当初建てようとしたのは「美術館」で、清水多嘉示の作品を中心とした美術品の割合が 

高く、一般に知らしめるには通称を「八ヶ岳美術館」とした方が認知されやすいという点はある。 

美術館：対外的には「八ヶ岳美術館（原村歴史民俗資料館）」という形で使用しています。 

B 委員：老朽化した館の施設整備・営繕管理について、令和 6年度に実施設計、7年度に屋根と外壁等 

の工事をするということだが、この 7年度の工事中に入館及び館の運営に影響、問題はないと 

理解してよいか。 

事務局：工事内容は外壁・屋根を中心に行う予定です。作業に伴い周辺に足場を組むため、立木の除去を 

行う必要があり、この際一部の作業場周辺を規制させていただくことが想定されますが、室内へ 

の影響はありませんので、館自体の営業運営には問題ありません。また今回、館の周りを総ぐる 

みで足場を組む形となります。この足場を組んだ際に、安全が確保できる範囲で、上の方からド 

ーム状屋根の見学を計画しておりますが、そういったことが可能かどうか、その点についても、 

建物を PRしていく有効的な手段として、来年度設計を組む中で検討していければと考えており 

ます。 
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（２）令和 5年度事業計画・実施状況について 

 

令和 5年度事業計画・実施状況について八ヶ岳美術館説明 

 

・春「岩波其残と画友展」4/1-6/11（72 日間） 

 企画段階で楽焼香炉の獅子像が江音寺（諏訪市豊田）にあることを突き止め、同様の作品がモースによ 

って米国へ渡りボストン美術館に所蔵されている新事実を明らかにしながら初公開展示。長野日報・信 

濃毎日新聞・読売新聞・市民新聞、NHK・長野放送等多くのメディアに取り上げられ大きな話題を呼ぶ 

・夏「酒井慶二郎 花は無言で語ります」6/17-9/3（79 日間） 

・秋「縄文前期の巨大祭祀場 阿久」9/9-1/8（116 日間/開催中） 

・冬「（常設展のみ）」1/13-3/24（72 日間） 

・有料入館者数［第 1四半期（4-6 月）］1,312 人（昨年対比 136%、348 人増） 

・総入館者数［第 1四半期（4-6 月）］1,660 人（昨年対比 130%、383 人増） 

・売店収入［第 1四半期（4-6 月）］504,927 円（昨年対比 238%、292,884 円増） 

・総収入［総入館料＋協賛金等］［第 1 四半期（4-6 月）］1,228,355 円（昨年対比 158%、452,629 円増） 

 

質疑応答 

A 委員：収入に関して、コロナの影響がある昨年対比ではなく、コロナ前と比べた場合はどうなのか。 

美術館：コロナ前 10年間（平成 22 年度～令和元年度）平均は、有料入館者数 6,578 人、総入館者数 8,272 

人で、パーセンテージは出していないが月別で数値資料があります。これを基にすると、令和 4 

年度は 757 人増。 

委員長：ボストン美術館所蔵の作品も其残のものか。 

美術館：其残作。今回展示のものとは寸法が少し違い、楽焼で「其残」の銘が入っている、ということで 

リストに上っている。ボストン美術館とのやり取りでは D委員にもご協力いただいた。 

委員長：長野日報が 5回も取り上げたというのは。 

美術館：本社へ直接取材を依頼し、最初に江音寺、次にボストン美術館との関連で記事を出していただい 

た。3回目以降は原村担当の記者が記事を書き、計 5回となった。 

委員長：今後江音寺に行けばいつでも見られるのか。  

美術館：展示という形で公開はしていないが、また貸出を行うとの話も聞いております。 

委員長：なぜ江音寺にあるのかは、現地へ行けばわかるか。  

美術館：現地でわかるかはわかりませんが、当時の茅野家老、三之丸騒動があったときの勝ち側、その菩 

提寺である江音寺はある程度の資産と権力を持っていたと考えられています。外国からの往来 

も茅野家を窓口にして諏訪に入ってきたようで、こうした背景から歴史上の人物が関わるよう 

な謂れが伝わっています。 
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（３）令和 6年度企画展について 

 

令和 6年度企画展について八ヶ岳美術館説明 

 

・春「建築展 八ヶ岳美術館・村野東吾の世界（仮）」 

 令和 6年で没後 40 周年を迎える村野東吾の建築展。 

・夏「片田好美作品展 final（仮）」 

 蓼科山麓在住の野鳥画家、集大成となる「森と生きるⅢ」刊行による最後の作品展を企画。 

・秋「全国公募 第 10 回 あなたが選ぶ信州の裂織展 final（仮）」 

 2 年に 1回の公募展、作家の高齢化等により 10回目を区切りに最後の開催となる可能性も。 

・冬「八ヶ岳山麓に広がる JOMON 世界（仮）」 

 県宝 18点を中心に、考古学以外にも多くの学術分野から縄文人に迫る企画。 

 

質疑応答 

C 委員：様々な企画が行われており、自身も昨年 2度其残展を鑑賞した。その中でやはり原村に関する 

こと、また縄文などそういった関係については富士見町や北杜市などとコラボした企画が行わ 

れている。こうした中でもう一つ、原村の企画展と茅野市や諏訪市の美術館とコラボするような 

企画を行ってはどうか。 

美術館：過去に守矢神長館とタイアップとまではいかなかったが、古層の諏訪大社信仰、諏訪明神以前 

の原始信仰、そのような祭祀状況といった内容に取り組んでみたいと考えている。また、考古分 

野については専門家が常駐しない分、他館の先生に講演にきていただくといった企画は今まで 

も多く行っており、今後も交流を続けていきたいと考えている。 

C 委員：考古や美術、様々なジャンルで、ぜひ積極的にお願いしたい。 

A 委員：八ヶ岳美術館に専門家がいないというのは、正式には「美術館」ではないから学芸員はいなく 

    ていい、ということか。 

事務局：八ヶ岳美術館は「博物館」、「博物館相当施設」のいずれにも登録されておりませんので、 

「博物館類似施設」という位置づけです。この場合、学芸員の配置や開館日数などの規制はあり 

ません。ただ現在、塚崎学芸員は美術専門の学芸員とし企画展等展示をしてもらっています。考 

古資料等、文化財に関しては係の方と協力をして行っております。 

A 委員：美術館と学芸員はセットだと思っていたが、美術館は通称名で、専門がいないという部分に、 

確認の意味。美術専門の学芸員はいるということか。 

美術館：常駐学芸員は塚崎学芸員ともう 1人、宮坂という学芸員で 2名います。 

A 委員：考古専門はいないが美術専門で常駐の学芸員がいるとわかりました。  

D 委員：村野藤吾の建築展について、こうした機会に八ヶ岳美術館以外の建築写真パネルや設計図なり、 

多くの例を紹介してほしい。東京のニッセイホールや、南木曽の方が特徴的だが、お互いの建築 

物の関連や共通の特徴など、こういった機会にその辺りの紹介をぜひお願いしたい。 

美術館：現在、展示入口付近に藤森照信氏との対談映像を流している。他に村野東吾の書籍で写真付きの 

物が全て見られるものがあり、展示ではこうした資料をパネル等で工夫したいと考えています。  
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（４）令和 8年度以降の八ヶ岳美術館運営管理について 

 

令和 8年度以降の八ヶ岳美術館運営管理について事務局説明 

 

・令和 7年度で原村振興公社との指定管理が満期となります。その後の方向性について運営協議会とし 

て意見を纏める上で参考とするため、今年度他市町村の博物館及び美術館の視察を行う予定です。 

・2館（朝日美術館・朝日村歴史民俗資料館（直営）、安曇野市豊科近代美術館（指定管理））を 1日で視 

察、9月下旬～10 月上旬頃を目安に調整中。運営協議会委員 6名、美術館 2名、事務局 2～3名の 10名 

程度を想定。今後日程調整等ご協力いただきたい。 

 

質疑応答 

委員長：令和 7年度末に指定管理が取れるということは、結論は令和 6年度中くらいに、ということか。  

事務局：具体的にどうするかという話は、視察後にこちらの方で資料等作成し、おそらく 6年度の 4月 

以降の段階から協議をしていただく形になるかと思います。令和 7年度の前半には指定管理の 

契約手続きが必要になってきますので、できれば令和 6年度までに協議会としての方向性をま 

とめたいと考えています。  

委員長：視察や新しい資料も含め次回はより具体的な議論になるかと思うので、方向性としては了解し 

た。 

 

（５）地域おこし協力隊について 

 

地域おこし協力隊について事務局説明 

 

・昨年度（令和 4年度）12 月～2月に募集を行うも応募なし、期間を令和 5年度 5月 31 日まで延長した 

ところ 2名が応募、面接の結果 1名を採用。 

・採用者は大学で美術学を専攻され、学芸員資格を有している。 

・任期：令和 5年 10 月 1日～令和 8年 9月 31 日（3年間）、会計年度任用職員のため 1年毎更新 

・ミッション：八ヶ岳美術館の魅力発信と入館者増加、八ヶ岳美術館に常駐し企画展・イベント等の企 

画・運営・発信を中心に業務を行う。 

 

質疑応答 

委員長：普段は八ヶ岳美術館に常駐するのか。 

事務局：常駐しますが、運営人員の 1人ということではなく、館の営業は既存の職員で行っていただきま 

す。最初の数ヶ月は館の状況等確認していただくため、一部業務を手伝っていただくことはあり 

ますが、あくまで八ヶ岳美術館の魅力発信や入館者増加といった目的のために活動していただ 

くことになっております。 
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（６）美術館長寿命化工事について 

 

美術館長寿命化工事について事務局説明 

 

・昨年度（令和 4年度）長寿命化工事基本調査を実施。 

・積もった落葉や苔の発生により屋根の防水塗装が剥がれ劣化、新たな防水塗装と樹木伐採が必要。 

・基礎下部の土が流れコンクリートが露出、土のかさ上げと外壁塗装、雨水対策が必要。 

・令和 6年度に実施設計・アスベスト調査（内側は既に完了、外側のみ）、令和 7年度に改修工事を予定。 

 

質疑応答 

A 委員：既に調査した内側の方にはアスベストはなかったということか。 

事務局：見つかったアスベストの除去済み。  

A 委員：雨水への対応は厄介だが、今回の件については専門家が確認し、対応策はこれでいいというこ 

とか。我々では果たしてそれが正しいのか最善であるのか、技術的な問題は判断がつかない。 

その工事を行うことで具体的にどれくらいまで大丈夫、といったことは出てきているのか。 

事務局：専門家による報告書の方で、劣化状況の確認と改善策としての施工方法の提出までしてもらっ 

ています。現在の屋根の防水塗装は平成 13年に実施し、実質的に 20年ほど経過しています。 

報告書による施工方法であれば 20年程度はもつと認識しております。外壁自体は現在まで殆ど 

手を入れておりませんので、それ以上もつと思われます。 

A 委員：あとは周辺の伐採を行えばいいと。わかりました。 

事務局：アスベストに関して、令和 4年 4月以降法律が改正されています。断熱材等に含まれる物の 

除去は終わっているのですが、これに加えて塗料等液体に入っているアスベストについても 

チェックが必要になったため、施工するにあたり検査が必要となっています。 

 

６．その他 

歴史民俗資料館運営協議会の内容について委員より質問 

 

歴史民俗資料館運営協議会について事務局説明 

 

・昭和 55 年開館「原村歴史民俗資料館」、俗称「八ヶ岳美術館」は郷土の芸術家による芸術作品、村内遺 

跡出土考古資料等を収蔵・展示し教育に役立てるという趣旨のもと設置。 

・運営協議会は本日出席の 6名で構成、施設の設備やその維持、企画展・展示物、料金の設定基準、改修 

工事の検討、運営方針等について協議を行う（文言では「資料館の円滑な運営及び学術的研究を深める 

ために運営協議会は成立する」といった定義）。 

・年 2回、6月・10月前後で事務局が日程調整を行い開催、10月は予算編成前の次年度企画展内容の検 

討が中心。今年度は視察を 1回として含め 3回の開催を予定。 

 

７．閉会 五味課長 


